
議会改革に関する調査特別委員会 会議概要 

 

日  時 令和７年６月 20日（金） 16：40～17：28 

出 席 者 
☑知念委員長 ☑座間味副委員長 ☑棚原委員  ☑上里委員  ☑宮城優委員 

☑知名委員  ☑石川委員   ☑又吉委員  ☑宮城政司委員  ☑岸本委員 

協議事項 

１．議会改革検討事項について 

 ・NO18）ＢＣＰの訓練、強化について  

 ・NO10）タブレット端末へのサイドブックス等を活用した環境整備 

 ・NO22）政務活動費の他市町村の調査 

２．その他 

 ・傍聴規則の改正について 

配付資料 

【資料１-１】ＢＣＰの訓練、強化について 

【資料１-２】ハンドブック抜粋（４ページ） 

【資料２】  タブレット端末へのサイドブックス等を活用した環境整備 

【資料３-１】政務活動費の他市町村の交付額調査 

【資料３-２】県内市議会の政務活動費一覧 

【資料３-３】政務活動費の執行状況一覧 

会議概要 

※会議効率化のため、今回は資料をデータのみ配付することを確認。 

１．議会改革検討事項について 

 ・NO18）ＢＣＰの訓練、強化について  

  ・各議員へ配布されたヘルメットを議場に備えることとする。また、避難行 

動時用の懐中電灯の設置を行う。（議会運営委員会へ報告） 

  ・訓練について、昨年に引き続き研修と連動した訓練の開催を予定する。 

   （各派代表者会議へ提案） 

  ・消防団員等兼務の議員の災害時行動について、消防及び人事課の認識と整

合を取り引き続き調査。（職員と消防団のケースとの整合） 

 ・NO10）タブレット端末へのサイドブックス等を活用した環境整備 

  ・今後、タブレット入替え時は、議員個人所有の端末に、共通ソフトを入れ

る方法も検討したい。 

  ・会派 PCの引き上げによる、会派プリンターとタブレットの接続について 

は、現在の会派 PC活用状況も確認して欲しい。 

   ・福岡県大川市へ DX推進について視察を行った。紙ベースの必要性も認識

しながら進めていきたい。ただし、印刷する範囲等も検討が必要。 

   ・当局からは一般質問等資料を紙で提供される。方向性の共通認識が必要。 

   ・サイドブックスの導入検討については、既に使用している倉浜議員より

次の意見があり、デモンストレーションの実施検討を行うこととなった。 

    →閲覧しやすく、手書きメモもできるが、使う人次第ではないか。 

     どちらでもよい。 

    →閲覧の利用に限定して使っているが、個人的には、ダウンロードした



ＰＤＦをスクロールで閲覧するサイボウズ利用の方が見やすい。 

         コスト比較判断にもよると考える。 

    →「サイドブックスクラウド本棚」でウェブからイメージが閲覧できる。

本棚をイメージした見やすいレイアウトである。スケジュール等の機

能もあるサイボウズから、閲覧に特化したサイドブックスに替えた方

がよいのではないかと考える。 

    ・コスト比較は、年額でサイボウズ 23万円、サイドブックス約 100万円。 

 ・NO22）政務活動費の他市町村の調査 

    ・一部会派の執行残は、政務活動費で認められる使途の幅が増えると交

付額を満たすことができる。交付額増の方向でもよいと考える。 

    ・政務活動費で認める範囲（他市との違い等）について調査したい。 

２．その他 

 ・傍聴規則の改正について  

    ・全国都道府県市議長会の標準傍聴規則が改正され、子どもの議会傍聴

が許可不要となった。県内でも一部の町村議会で導入の動きがあり、

本市でも一般質問で提案があった。本委員会で調査を進めたい。 

 

 

 

 

  


